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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 1,544 119.8 76 234.8 42 485.2 36 433.8
22年3月期第3四半期 702 21.5 22 ― 7 △67.8 6 △64.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 879.35 ―
22年3月期第3四半期 164.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 1,870 487 26.1 11,751.53
22年3月期 1,311 451 34.3 10,872.17

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  487百万円 22年3月期  451百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
23年３月期の期末の配当予想額については未定です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,600 57.5 64 50.8 48 146.9 40 166.4 964.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示の時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
・配当金につきまして、当社は「企業体質の強化及び将来の事業展開のための内部留保を行いつつ、安定的に株主へ利益還元する」ことを配当の基本方
針とし経営の最重要政策の一つと位置づけております。今後とも企業価値の継続的な向上を目指すとともに、株主の皆様の利益を長期的に確保していき
たいと考えておりますが、配当実施につきましては財政状態、利益水準等を総合的に勘案して決定することとしております。平成23年３月期の期末の配当
予想額は、現時点では未定であり、決定しだい速やかに開示いたします。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 41,489株 22年3月期  41,489株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  0株 22年3月期  0株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 41,489株 22年3月期3Q 41,489株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、エコカー補助金制度終了の反動による国内需要の後退、一方

では、円高による海外需要の減速があり、企業の業況を示す景況判断は厳しい状況を示しておりますが、円高進行

に歯止めが掛かり、円安に反転していること、また企業の円高対応も進んでいることなどにより、景況感悪化の幅

が小さくなるとも予測され、全体として、現状は景気の踊り場という状況であります。 

 このような状況のもと、当社グループでは営業本部主導のもと各事業部の売上および収益確保を目指し、事業計

画の達成に向け取り組んでまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,544,172千円（前年同期比119.8％増）となり、営業利

益76,853千円（前年同期比234.8％増）、経常利益42,244千円（前年同期比485.2％増）、四半期純利益36,483千円

（前年同期比433.8％増）となり、前年同期に比べ好調に推移しております。 

セグメントの業績は次のとおりとなりました。 

（不動産事業） 

 前連結会計年度より開始しました不動産ファンドやデベロッパーを対象とした土地・建物の仕入から設計、不

動産媒介業、ならびに競売物件の落札事業、及び賃貸等不動産からの賃料収入が順調に推移し不動産事業の売上

高は797,804千円、営業利益は81,023千円を計上することができました。 

 なお前連結会計年度まで不動産事業に含めておりましたマンション管理事業につきましては、報告セグメント

としての重要性が増しましたので、第１四半期連結会計期間よりセグメントを追加しております。 

（マンション管理事業） 

 前連結会計年度末に新たに株式会社クロスコミュニティを子会社として加えたことにより、管理棟数236棟、

総管理戸数10,967戸となり企業基盤の強化を図るともに、当第３四半期連結累計期間においては、更なる企業価

値の向上を目指し、営業面、管理面の強化を図る目的で業界最大手の「株式会社大京アステージ」との業務提携

に基づき、抜本的なインフラの再構築を行いました。今後も企業基盤の強化と、新たな管理物件の獲得を目指し

てまいります。そのような状況のもと、マンション管理事業の売上高671,331千円、営業損失5,643千円という結

果となりました。 

（ソフトウェア事業） 

 景気回復の遅れから、売上を大幅に伸ばすまでには至りませんでしたが、主力商品ソフトである「消防くん」

への既存ソフトからのリプレースが好調でありました。また顧客へのサービスを充実させるため、従来より取り

組んでおりますパッケージソフトの操作指導（スクール）やサポートセンターによる既存ユーザーへの電話での

操作指導やバージョンアップ案内等の保守関連サービスにも引き続き注力するとともに、徹底したコスト管理を

行い、費用対効果を念頭に置いた経営を行うことにより、売上高77,438千円、営業利益16,637千円となりまし

た。 

（ファイナンス事業） 

 法人向け不動産担保貸付を主とした貸金業であり、改正貸金業法の影響を受けることなく、業績は堅調に推移

いたしました。その結果、売上高20,398千円、営業利益16,278千円を計上することができました。 

（その他の事業） 

 子会社が増えたことによる経営指導料や業務委託手数料等の収益増加により売上高は132,240千円となり、販

売費及び一般管理費の増加もありましたが、結果として営業利益21,047千円を計上することができました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における資産の残高の内訳は、流動資産が1,422,662千円（前連結会計年度末比

93.9％増）、固定資産が447,872千円（前連結会計年度末比22.5％減）となり総資産では1,870,535千円（前連結会

計年度末比42.6％増）となりました。この内、流動資産の増減の主なものは、借入金等の増加による現金及び預金

の204,620千円の増加、販売用不動産の426,541千円の増加、短期貸付金が155,815千円増加したことによるもので

あります。また固定資産の増減の主なものは、売却による投資有価証券の減少が100,000千円あったことによるも

のであります。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における負債の残高の内訳は、流動負債が852,464千円（前連結会計年度末比

63.6％増）、固定負債が530,512千円（前連結会計年度末比56.3％増）であります。この内、流動負債の増減の主

なものは、短期借入金が50,360千円減少する一方、１年内返済予定の長期借入金が89,008千円、１年内償還予定の

社債が270,000千円それぞれ増加したことによります。固定負債の増減の主なものは、社債が100,000千円減少する

一方、長期借入金が290,611千円増加したことによるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は487,559千円（前連結会計年度末比8.1％増）となり36,483

千円増加いたしました。 

 これは四半期純利益として36,483千円を計上したことによるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間の連結業績は、概ね計画どおり推移しており、平成22年５月13日に公表しました平成

23年３月期通期の連結業績予想に変更はありません。 

  

ビジネス・ワンホールディングス株式会社（4827）平成23年3月期 第3四半期決算短信

- 3 -



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより損益に与える影響はありません。 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

（表示方法の変更） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

２．その他の情報

１．棚卸資産の評価方法  当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地

棚卸を実施せず、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として、

合理的な方法により算定する方法によっております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法  減価償却費の算出は、年間償却予定額を期間按分する方法によ

っております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 414,215 209,594

受取手形及び売掛金 61,338 82,375

販売用不動産 671,411 244,870

原材料及び貯蔵品 1,670 1,620

短期貸付金 199,338 43,523

その他 74,834 151,923

貸倒引当金 △145 △269

流動資産合計 1,422,662 733,637

固定資産   

有形固定資産 204,914 205,300

無形固定資産   

のれん 206,256 226,498

その他 9,005 20,523

無形固定資産合計 215,262 247,021

投資その他の資産   

その他 28,220 125,730

貸倒引当金 △525 －

投資その他の資産合計 27,695 125,730

固定資産合計 447,872 578,052

資産合計 1,870,535 1,311,690

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,550 24,353

短期借入金 270,477 320,837

1年内返済予定の長期借入金 160,920 71,912

1年内償還予定の社債 300,000 30,000

未払法人税等 1,957 3,098

賞与引当金 985 3,809

その他 95,572 67,180

流動負債合計 852,464 521,190

固定負債   

長期借入金 497,099 206,488

退職給付引当金 7,167 －

その他 26,246 132,935

固定負債合計 530,512 339,423

負債合計 1,382,976 860,614

純資産の部   

株主資本   

資本金 436,034 436,034

利益剰余金 51,525 15,041

株主資本合計 487,559 451,075

純資産合計 487,559 451,075

負債純資産合計 1,870,535 1,311,690
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 702,554 1,544,172

売上原価 441,966 1,117,837

売上総利益 260,587 426,335

販売費及び一般管理費 237,634 349,482

営業利益 22,953 76,853

営業外収益   

受取利息 47 35

受取配当金 － 16

助成金収入 200 －

消費税差額 － 518

その他 85 1,211

営業外収益合計 332 1,781

営業外費用   

支払利息 11,605 17,037

社債利息 2,167 4,391

支払手数料 330 14,285

過年度消費税等 959 －

その他 1,003 676

営業外費用合計 16,067 36,390

経常利益 7,218 42,244

特別利益   

前期損益修正益 1,678 －

特別利益合計 1,678 －

特別損失   

前期損益修正損 1,831 629

投資有価証券売却損 － 1,000

減損損失 － 1,809

特別損失合計 1,831 3,438

税金等調整前四半期純利益 7,065 38,805

法人税、住民税及び事業税 1,307 2,322

法人税等還付税額 △1,076 －

法人税等合計 230 2,322

少数株主損益調整前四半期純利益 － 36,483

四半期純利益 6,835 36,483
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 該当事項はありません。  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業は、製品の系列により区分しております。 

    ２．各事業区分に属する主要な内容 

      ソフトウェア事業：業務用パッケージソフトウェアの企画・開発・販売・保守及び受注によるシステムな 

               らびにそれに類するものの開発 

 不動産事業：分譲マンションの管理及び不動産売買・媒介業 

 ファイナンス事業：法人向け不動産担保ローン等による貸付業務 

 その他の事業：子会社に対する経営指導、フィービジネス事業等 

【所在地別セグメント情報】 

 前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がありませんので、該当事項はありません。

  

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がありませんので、該当事項はありません。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
ソフトウェア 

事業 
（千円） 

不動産事業 
（千円） 

ファイナンス
事業 

（千円） 

その他の事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 22,458  218,613  4,608  10,807  256,488  －  256,488

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

      －  1,336  －  40,947  42,283  (42,283)  －

計  22,458  219,949  4,608  51,755  298,772  (42,283)  256,488

営業利益又は営業

損失(△) 
 △831  1,417  3,723  13,798  18,107  (13,286)  4,821

  
ソフトウェア 

事業 
（千円） 

不動産事業 
（千円） 

ファイナンス
事業 

（千円） 

その他の事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 74,002  592,710  12,650  23,191  702,554  －  702,554

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 －  1,336  －  115,179  116,515  (116,515)  －

計  74,002  594,046  12,650  138,370  819,070  (116,515)  702,554

営業利益  602  7,428  8,373  46,408  62,813  (39,860)  22,953

ビジネス・ワンホールディングス株式会社（4827）平成23年3月期 第3四半期決算短信

- 7 -



【海外売上高】 

 前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）  

海外売上高がありませんので、該当事項はありません。 

  

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高がありませんので、該当事項はありません。  

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものです。  

 当社グループは、不動産事業、マンション管理事業、ソフトウェア事業、ファイナンス事業、及びその他

の事業を報告セグメントとしております。  

 不動産事業は、不動産ファンドやデベロッパーを対象とした土地・建物等の仕入から設計、不動産媒介業

ならびに競売物件の落札事業を行っております。 

 マンション管理事業は、主に分譲マンションの管理事業を行っております。 

 ソフトウェア事業は、業務用パッケージソフトウェアの企画・開発・販売・保守及び受注によるシステム

ならびにそれに類するものの開発を行っております。 

 ファイナンス事業は、法人向けの不動産担保ローン等の貸付業務を行っております。 

 その他の事業は、子会社に対する経営指導及びフィービジネス事業を行っております。   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月1日 至平成22年12月31日） 

                                            （単位：千円） 

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月1日 至平成22年12月31日） 

                                            （単位：千円） 

  不動産事業 
マンション管理

事業 
ソフトウェア 

事業 
ファイナンス 

事業  
その他の事業 合計

売上高                                    

外部顧客に対する売上高  777,407  667,323  77,438  20,126  1,877  1,544,172

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 20,397  4,008  －  272  130,362  155,040

計  797,804  671,331  77,438  20,398  132,240  1,699,213

セグメント利益  81,023  △5,643  16,637  16,278  21,047  129,342

  不動産事業 
マンション管理

事業 
ソフトウェア 

事業 
ファイナンス 

事業  
その他の事業 合計

売上高                                    

外部顧客に対する売上高  372,470  218,831  23,043  8,475  256  623,077

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 14,305  1,336  －  68  46,869  62,579

計  386,776  220,167  23,043  8,543  47,126  685,656

セグメント利益  46,575  △6,282  2,416  6,939  7,874  57,523
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月1日 至平成22年12月31日） 

                                （単位：千円） 

  当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月1日 至平成22年12月31日） 

                              （単位：千円） 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

 当第３四半期連結会計期間に計上した退職給付引当金は、当年８月20日付で子会社とした株式会社コスモライト

にて計上された退職給付引当金であります。 

利益  金額 

報告セグメント計  129,342

のれんの償却額  △54,098

セグメント間取引消去   1,061

その他の調整額   547

四半期連結損益計算書の営業利益  76,853

利益  金額 

報告セグメント計  57,523

のれんの償却額  △18,973

セグメント間取引消去   550

その他の調整額   275

四半期連結損益計算書の営業利益  39,376

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）追加情報
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